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決 算 公 表

一般会計決算
　　歳　　入：395億 8,725万円
　　歳　　出：391億 2,259万円
　　実質収支：　 2億 8,280万円

※実質収支：歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いたもの

　一般会計の決算は、実質収支が2億8,280万円となり、平成18

年度から9年連続の黒字決算となりました。

　これは、市民の皆さまをはじめ、まちづくりに関わる全ての方々の

ご理解とご協力があっての成果であり、改めて感謝を申し上げます。

　しかしながら、少子高齢化による社会保障経費の増加、公共施設

の更新問題、多額な債務を抱える国の財政状況の影響などに対応す

るため、引き続き行財政改革への取り組みが必要です。

　今後も、健全性と安定性を確保し、「まちの個性を磨きつづける」

市政運営をすすめてまいります。

羽曳野市長 北川 嗣雄

会計別歳入歳出決算額

平成26年度の各会計の決算が
第3回定例市議会において認定されました。
平成26年度の各会計の決算が
第3回定例市議会において認定されました。

（千円・％）

面積…26.45k㎡

人口…114,274人（前月比-81）

　男…  54,534人

　女…  59,740人

世帯…  49,169　　

　（平成27年9月30日現在）
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放課後のクラブ活動で元気よく練習に励む
生徒たち（誉田中学校）。
年齢にかかわらず、日々の運動習慣は私たち
の健康に大きく影響します。元気に、冬を迎
えましょう。

に表現したもの。鳥のはばたきのような市の雄飛と
発展性を示しています。
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会計名
歳入 歳出 歳入歳出

差引額決算額 前年度比 決算額 前年度比 

一般会計 39,587,250 91.9 39,122,591 93.3 464,659

国民健康保険特別会計 14,800,815 99.6 14,229,247 101.5 571,568

と畜場特別会計 52,336 22.7 52,336 22.7 0

財産区特別会計 1,862,310 93.9 75,320 60.7 1,786,990

公共下水道特別会計 4,298,676 104.1 4,298,676 104.1 0

介護保険特別会計 9,081,468 107.3 8,952,928 106.9 128,540

土地取得特別会計 214,589 98.7 214,589 98.7 0

後期高齢者医療特別会計 1,482,741 103.9 1,426,393 103.6 56,348

会計名
総収益 総費用

純損益
決算額 前年度比 決算額 前年度比 

水道事業会計 2,493,363 115.5 1,929,839 105.6 563,524
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市民ひとりあたりの決算額
※平成27年 3月末現在の人口で算出

一般会計歳入歳出決算の内訳

主要事業（平成 26年度）

グレープヒルスポーツ公園
グラウンド改修事業
　　　　  1,033万円

羽曳野市・藤井寺市・
太子町シネマプロジェ
クト事業　202万円

文化財展示室改修並びに
向墓山古墳周辺整備事業
　　　　1,634万円

はびきの中学生
study-Oの拡充・充実
　　　　　215万円

健康優良表彰家庭への
　　人間ドック費用助成
　　　　242万円

民生費 158,233円
公債費 44,819円
総務費 39,802円
教育費 33,800円
衛生費 24,751円
土木費 23,943円
消防費 10,158円
議会費 2,749円

農林水産業費 1,374円
商工費 1,248円
労働費 41円

実実実実

学校施設の耐震補強等改修事業
    11億 3,780万円

道路整備事業
1億 6,080万円

事事事事業業業業業業業業

　　 民生費

 181 億 5,829 万円

国・府支出金

103 億 7,861万円

諸収入・その他

17 億 5,939 万円

地方譲与税

1 億 8,409 万円

　　市税

  124 億 8,186 万円

公債費

51 億 4,334 万円

総務費

45 億 6,751万円

　教育費

38 億 7,876 万円

　　衛生費

  28 億 4,034 万円

土木費

27 億 4,763 万円

消防費

11 億 6,566 万円

議会費

3 億 1,548 万円

農林水産業費

1 億 5,765 万円

商工費

1 億 4,320 万円

労働費

473 万円

各種交付金

16 億 4,814 万円

　　市債

　37 億 9,210 万円

地方交付税

84 億 2,686 万円

使用料 ・ 手数料 ・
   分担金 ・ 負担金

9 億 1,620 万円

留守家庭児童会の
充実と学習支援事業

421万円

国・府

103 億

17 億 5,939 万円1 億 8,409 万円

　　市税

  124 億 8付金

万円

0 万円

方交付税

2,686 万円

手数料 ・
負担金

0 万円

一般会計歳入総額
395億 8,725万円

　　 民生費

181 億 5,829 万

公債費

総務費

6,751万円

万円

万円

木費

63 万円

消防費

億 6,566 万円 　　 

一般会計歳出総額
391億2,259万円
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■健全化判断比率
　「財政健全化法」では、地方公共団体の財政の健康状態を表す「健全化判断比率」を定めています。
そして、この健全化判断比率には財政の健全度合いを測る基準が次のとおり2つあります。
　①早期健全化基準（イエローカード）…財政健全化計画を立てて、自主的な改善努力が必要
　②財政再生基準（レッドカード） …財政再生計画を立てて、国の関与を受け、確実な再生が必要

指　　　標 概　　　　要 羽曳野市 早期健全化基準 財政再生基準

率
比
断
判
化
全
健 実質赤字比率 標準財政規模に対する、普通会計赤字額の比率 赤字額なし 12.22% 20.00%

連結実質赤字比率 標準財政規模に対する、全会計の赤字額の比率 赤字額なし 17.22% 30.00%

実質公債費比率 標準財政規模に対する、借入金返済額などの比率 9.9% 25.0% 35.0%

将来負担比率 標準財政規模に対する、将来に負担すべき実質的な負債額の比率 49.8% 350.0% ー

※普通会計：一般会計と土地取得特別会計を合わせたもの
※標準財政規模：市税や普通地方交付税など、標準的な状態で通常収入されるであろう一般財源の規模を示すもの

■公営企業資金不足比率
　水道や下水道などの公営企業会計には、「資金不足比率」という経営状況をチェックする指標があります。

率
比
足
不
金
資 対象会計 概　　　　要 羽曳野市 経営健全化基準

水道事業会計

各会計における、事業の規模に対する、資金不足額の比率

資金不足なし 20.0%

と畜場特別会計 資金不足なし 20.0%

公共下水道特別会計 資金不足なし 20.0%

　平成26年度決算における本市の各指標は、いずれの基準もクリアしています。
　しかしながら、本市を取り巻く財政状況は依然として地方交付税など依存財源に頼った財政運営体質と言わざるを得ず、決
して安定した状態にあるとは言えません。そのため、今後も健全な財政運営に取り組まなければなりません。

※詳しい財政健全化法の制度の仕組みは、総務省ウェブサイトをご参照下さい。　＜問合せ＞ 総務部財政課  ☎ 958－1111（内線 3561）

指標でみる羽曳野市の財政状況

平成26年度 下水道事業の財政状況 ～公共下水道特別会計より～
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